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2008年度の新規取り組み

　本報告書の記載範囲は、（京浜）地域に所在する組織、（株）東芝から分離した法人（以下、
構内関係会社）及び（株）東芝以外の法人（以下、構内駐在会社）で働くまたは組織のために
働くすべての人が担当する業務活動、製品、サービスとします。
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　今、世界中で地球環境への危機が叫ばれ、中でも

地球温暖化は特に重要視されています。洞爺湖サミ

ットで排出削減の2050年長期目標について、世界

全体で目標の共有がなされました。それに先駆けて

東芝グループでは地球環境問題の解決に向け2050

年のあるべき姿（「地球と調和した人類の豊かな生

活」）を描き、そのための課題を解決していくこと

を環境ビジョン2050として策定いたしました。

　その中で、エネルギー機器を製造する私たち東芝

京浜事業所は、今後ますます需要の増えるエネルギ

ーの安定供給と地球温暖化の防止との両立による　

「エネルギーアプローチ」を担っています。

ごあいさつ

京浜事業所長

－２－

◎ 設立年月　１９２５年（大正１４年）８月

◎ 所在地　　横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

◎ 敷地面積　477千ｍ２　延床面積　340千ｍ２

◎ 従業員数　２,178　人
（２００８年３月３１日時点）

◎ 設立年月　１９２５年（大正１４年）８月

◎ 所在地　　横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

◎ 敷地面積　477千ｍ２　延床面積　340千ｍ２

◎ 従業員数　２,178　人
（２００８年３月３１日時点）

【入舟分工場】：工業地域

横浜市鶴見区寛政町20番1号

敷地面積27千ｍ２　延床面積14千ｍ２

【入舟分工場】：工業地域

横浜市鶴見区寛政町20番1号

敷地面積27千ｍ２　延床面積14千ｍ２

【本工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

敷地面積358千ｍ２　延床面積260千ｍ２

【本工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

敷地面積358千ｍ２　延床面積260千ｍ２

【西分工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町1丁目9番地

敷地面積92千ｍ２　延床面積66千ｍ２

【西分工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町1丁目9番地

敷地面積92千ｍ２　延床面積66千ｍ２

京浜事業所の概要

　火力発電機器においては、エネルギー効率の優れ

た製品を開発して世界中のお客様にお届けすること

で化石燃料の節約やCO2の削減に貢献し、また、

CO2を排出せずに発電ができる原子力発電機器や

水力発電機器の性能を向上させることで、エネルギ

ー供給に伴うCO2発生量全体を抑制することができ

ます。環境負荷の少ない製品の研究・開発に注力す

ること、つまり、私たちの本来業務がそのまま環境

負荷の低減につながっていると言えます。

　製品による貢献と共に、東芝ボランタリープラン

に基づいて環境保全に関する中期・短期的な目標値

を定め、地球温暖化の防止、資源の有効活用、化学

物質の排出量削減など事業活動の中での環境負荷の

低減に取り組んでいます。自分たちの製品が世界の

CO2削減に少なからず貢献することを自覚し、責任

と誇りを持って事業活動を進めています。

　この環境報告書は、私たち京浜事業所の環境保全

活動の内容と成果をまとめたものです。この報告書

をご一読いただき、ご理解をいただくとともにご意

見をお聞かせいただければ幸いに存じます。



　　　　火力発電所では化石燃料を燃やして蒸気を発生させ、そ

の蒸気の力で蒸気タービン発電機を回して電力を発生させ

ます。この火力発電所で使用する蒸気タービン発電機と熱

交換器を設計、製造しています。また最近はエネルギーの

有効利用として、ガスタービンを回して発電し、そこから

排出された高温の排ガスを再利用して蒸気を発生させ、そ

の蒸気の力で蒸気タービン発電機を回して発電するコンバ

インドサイクルプラントが数多く建設されています。これ

らの火力発電機器の効率を上げる事が直接ＣＯ2の排出量

削減に繋がるため、技術開発による性能向上に注力してい

ます。 火力発電所

●●蒸気タービン・ガスタービン蒸気タービン・ガスタービン

　蒸気タービンのタイプと工場組立　

ガスタービン

蒸気タービン

発電機

Ｈ型コンバインドサイクル

140MW　SCSF-42ò/50Hz 180MW　TCDF-3.5ò/60Hz 285MW　TCDF-48ñ/50Hz 700MW　TC4F-40ñ/60Hz
（246atg/593℃/593℃）

蒸気タービンのシリーズ

Steam Turbine Series

1000MW　TC4F-40ò/60Hz 　
（246atg/566℃/593℃）

●タービン発電機・復水器他●タービン発電機・復水器他 発電機の構造

CAPACITY 
(MVA)

　　水素＋水冷却　　

タービン発電機の冷却方式と単機容量

大容量水冷却発電機
（2P-60Hz1,120MVA

水素冷却発電機
2P-50Hz-563MVA

空気冷却発電機
2P-50Hz-250MVA 

３D-CAD　配管図

復水器給水加熱器

製品紹介

ステータ鉄心

ステータコイル

軸受

エンドリング ステータフレーム
ターミナルブッシング

ローター

ローターファン
コレクター
カバー

火力発電機器

－３－

1,5001,000500

CAPACITY 
(MVA)

H2

H2 +H2O

4 - POLE

AIR

H2 +H2O

2 - POLE

空気冷却

水素冷却

水素＋水冷却




